
発表団体 推薦母体 行事名（参加人数） メモ

春日小学校区こども会育成連

絡協議会

小学校区こども会育成連絡

協議会

春日小校こ連３５周年記念イベ

ント　ハロウィン写真コンテス

ト・「伝える学び」（470人）

西河原小学校区青少年健全育

成運動協議会

小学校区青少年健全育成運

動協議会
子ども防災体験（約30人)

西中学校区青少年健全育成運

動協議会

中学校区青少年健全育成運

動協議会

西中校区の集い　誌面開催

（4000部　西中校区 幼・小・

中・地域分）

南中学校区青少年指導員会 中学校区青少年指導員会 モザイクアート（約2,000人）

令和３年度　ほっとけん！アワードエントリー行事 資料３



行事の概要

 

 

ほっとけん！アワード　エントリーシート　令和３年９月２９日

団体名：

　　　　　春日小学校区こども会育成連絡協議会

行事名：

   春日小校こ連３５周年記念イベント　ハロウィン写真コンテスト・「伝える学び」　参加人数  ４７０  人

日　時：　令和２年１１月７日（土）　～　令和３年１月２５日（月）　継続期間（記念企画）

重点目標の「大人が気づいて声を掛け合う関係づくり」を意識した取り組み

目　的：・地域交流を通じ周りの方々との関わりがあることの大切さを感じ「コロナ禍でも何か

　　　　　子ども達のために何かをやってあげたい！」と新たな希望を持ち続けること。

　　　　・「大人が気づいて声をかけあう関係づくり」から未来につながる好機とする。

　　　　・地域・学校・家庭のつながりで育み合ってきた伝統の節目の記念を共に実感する。

◆仮装やウォークラリー、クラフト等も予定していたが、コロナ禍のため中止とした。大人が子どもと触れ

青少年との相談

青少年の希望を
取り入れたか

◆参加しやすいコンテストにするためのアイデア募集（ハロウィン）

◆こんな賞があったらいいな・ほしいなという意見集め（ハロウィン）

◆多くの参加がある写真コンテストに向け、応募部門を増やす（ハロウィン）

◆作品に合ったネーミングの賞をつくってほしい（ハロウィン）

◆欲しい図書カードを参加賞に選定（ハロウィン）

◆新体制のこども会の紹介と活動への興味付けとして

表面は春日小校こ連３５周年のお礼とイベント報告、裏面は好きなこと・やってみたいことカレンダーの記念
広報紙作成。新１年生入会促進や地域へ子ども達の姿や良さを伝えるため配布。

アピールポイント
◆コロナ禍でも先生方や地域(地域協議会)の方々とのつながりを持ち続けるための工夫

コンテストの審査員としてご招待し、賞のネーミングも考えながら楽しめる投票を依頼。昔からの風習の年賀
状や寒中見舞いを用い、お礼と日頃の感謝の気持ちを伝えるお礼状を送付。

◆地域貢献・地域交流として

駄菓子屋と交渉後、利用券を作成し参加賞として渡し子ども達の姿からの活力協力。中穂積郵便局から、お礼
状の書き方の手助けとなる冊子２種類を取り寄せていただく学び協力。

苦労した点、地域等に対する調整や働きかけ、工夫点等

青少年の役割

青少年への指導と
助言

◆審査員の先生や地域の方に投票してもらえる作品作り（ハロウィン）

◆先生や地域の方へ年賀状等を用い感謝の気持ちを伝えるお礼状書き（伝える学び）

◆ニックネームを考え、好きなこと・やってみたいことを伝えるカレンダー作成（伝える学び）

◆各イベントの取り組みを各家庭でサポート協力（ハロウィン・伝える学び）

◆郵便局の方を招いての講座を変更し、２種類の書き方の冊子で対応（伝える学び）

合う機会を持ち、コミュニケーション力も向上できるよう「伝える学び」を考え、子ども達の思いや周囲へ

の感謝の気持ちを見える化できる行事とした。

柔軟な調整を試みた。主にLINEにて、こども会役員や保護者が意見を出しやすい雰囲気づくりに努めた。

◆近隣の行事中止や罹患情報を踏まえた意見については、どのように進めるのが良いかの知恵を拝借し、



ほっとけん！アワード 団体名（春日小学校区こども会育成連絡協議会） 行事名（春日小校こ連３５周年記念イベント）

①写真タイトル：ハロウィン写真コンテスト 投票の様子 ②写真タイトル：ハロウィン写真コンテスト 展示風景

③写真タイトル：郵便局協力「伝える」学び お礼状 ④写真タイトル：春日小校こ連３５周年ロゴ 役員名札引用

 春日小校こ連 35周年 
春日小学校区こども会育成連絡協議会 

春日小校こ連 35周年 
春日小学校区こども会育成連絡協議会 

 

春日小校こ連 35周年 
春日小学校区こども会育成連絡協議会 

 

春日小校こ連 35周年 
春日小学校区こども会育成連絡協議会 

 

春日小校こ連 35周年 
春日小学校区こども会育成連絡協議会 

春日小校こ連 35周年 
春日小学校区こども会育成連絡協議会 

 

春日小校こ連 35周年 
春日小学校区こども会育成連絡協議会 

 

春日小校こ連 35周年 
春日小学校区こども会育成連絡協議会 

 

⑤写真タイトル：子供達への「伝える」学びアンケート 他



ほっとけん！アワード 団体名（春日小学校区こども会育成連絡協議会） 行事名（春日小校こ連３５周年記念イベント）

⑥
写
真
タ
イ
ト
ル
：
春
日
小
校
こ
連
３
５
周
年
記
念
行
事

案
内







ほっとけん！アワード　採点表

行事名：春日小校こ連３５周年記念イベント　ハロウィン写真コンテスト・「伝える学び」

評価内容 点数

十分沿っている 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

・大人が地域の青少年とのつながりを深めている

・行事をきっかけとした継続的な効果が認められる　

・行事前の課題が解決に向かっている

青少年との相談 ・計画時や当日に青少年と相談をして進めている

青少年の希望を取り入れたか ・青少年の希望が取り入れられている

青少年の役割 ・企画、準備、司会、当日作業等をしている

青少年への指導と助言
・青少年の役割（参加者も含む）に対して、アドバイス

　や打ち合わせを行っている

独自性が高い 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

十分な実績 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

青少年健全育成運動重点目標：子どものＳＯＳほっとくん!?　大人が気づいて声をかけあう関係づくり

合計（100点）

春日小学校区こども会育成連絡協議会　

重点目標に沿った取り組みを実施したことで得た効果 良い

やや良い

普通

やや良くない

10点

8点

５点

2点

独自性

総合判断

項目 審査内容 採点
評価/配点

重点目標に沿って行事実施をしたか



行事の概要

 

 

ほっとけん！アワード　エントリーシート　令和３年９月３０日

団体名：

　　　　　　西河原小学校区青少年健全育成運動協議会

行事名：　　　　　子ども防災体験　　　　　　　　　　　　　参加人数　約３0人

日　時：令和2年11月21日　（土）　10:30　～　14:00　　　継続期間（第　１　回）

目　的：
このところ毎年のように台風や地震の被害がニュースになっています。そのような中で、子どもの時
から、少しでも防災に関係する体験を作れないものかと考えました。

重点目標の「大人が気づいて声を掛け合う関係づくり」を意識した取り組み

青少年との相談

青少年の希望を
取り入れたか

企画時は、新型コロナウィルスの影響で子ども達との会合は控えておりました。

企画時は、新型コロナウィルスの影響で子ども達との会合は控えておりました。
当時は、なんとか子ども達に、安全に楽しんでもらえないかということに運営側の
大人の意図がありました。

苦労した点、地域等に対する調整や働きかけ、工夫点等

・感染者が出ないことを非常に気にかけ、マスク着用、アルコール消毒、事前の体温測定等を徹底し

　ました。また、行事実施後も２週間程度は感染の有無を注視しました。

・昨年の秋の時点では「子ども達の思い出作りをしたい」という思いが、地域にありました。お陰で、

　皆さんの協力を得て行事を実施できました。しかし、今思えば、たまたま上手くいっただけかもし

　れません。今後の行事については、感染予防のためにネットを活用することも考えています。児童

　の皆さんに配られているタブレットと、そこで使われているインターネット回線を利用させてもら

　うことができないかと考えています。

青少年の役割

青少年への指導と
助言

アピールポイント
・新型コロナの影響下で、ふるさとまつりが中止になる等、各種のイベントが無くなる中での工夫で
　した。過去、11月には室内での活動を行っていましたが、これを屋外にする、募集時に、人数制限
　を行う等を行いました。
・防災に触れるという意味では、一定の成果を得られました。缶切り無しでも缶詰が開けられる、マ
　ッチで火をつけることが出来る、新聞紙で器を作ることが出来る、中学生だけでも力を合わせてテ
　ントを立てることが出来る等、「できる」という体験を積んでもらえたようです。

開催当日に、防災を意識してテントを倉庫から運んでくるリーダ役を努めてもら
う、テントの設営を自分達で実行してもらう、かまどの火起こし、火の番をしても
らう等、処々に、役割を担ってもらいました。

当日はプログラムの進行を大人が行いましたので、安全に見守ることが中心でし
た。むしろ、中学生が積極的にリーダ役を買って出てくれたことが、印象的でし
た。マッチで火をつけたり、新聞紙で器を作る際、大人が手本を示しつつ、どう
やったら上手くいくか等を子ども達が自ら考えて作業できるように、適宜助言しま
した。



ほっとけん！アワード 団体名（西河原小学校区青少年健全育成運動協議会） 行事名（子ども防災体験）

①写真タイトル：ドラム缶かまど体験 ②写真タイトル：新聞紙でお皿づくり

③写真タイトル：行事案内（表）



ほっとけん！アワード 団体名（西河原小学校区青少年健全育成運動協議会） 行事名（子ども防災体験）

④写真タイトル：行事案内（裏）



ほっとけん！アワード　採点表 西河原小学校区青少年健全育成運動協議会　

行事名：子ども防災体験

評価内容 点数

十分沿っている 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

・大人が地域の青少年とのつながりを深めている

・行事をきっかけとした継続的な効果が認められる　

・行事前の課題が解決に向かっている

青少年との相談 ・計画時や当日に青少年と相談をして進めている

青少年の希望を取り入れたか ・青少年の希望が取り入れられている

青少年の役割 ・企画、準備、司会、当日作業等をしている

青少年への指導と助言
・青少年の役割（参加者も含む）に対して、アドバイス

　や打ち合わせを行っている

独自性が高い 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

十分な実績 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

青少年健全育成運動重点目標：子どものＳＯＳほっとくん!?　大人が気づいて声をかけあう関係づくり

項目 審査内容 採点
評価/配点

重点目標に沿って行事実施をしたか

合計（100点）

重点目標に沿った取り組みを実施したことで得た効果 良い

やや良い

普通

やや良くない

10点

8点

５点

2点

独自性

総合判断



行事の概要

 

ほっとけん！アワード　エントリーシート　令和3年9月14日

団体名：

　　　　　西中学校区青少年健全育成運動協議会

行事名：
　西中校区の集い　誌面開催　　　　　　参加人数　4000部（西中校区 幼・小・中・地域分）

日　時：2020年12月21日（ 月 ）　　　：　　～　　　：　　　　継続期間（第１回）

目　的：
西中校区の青少年の健全育成を願って、地域住民が協力して健全な心身の発達を促す活動を推進し、
地域の交流を深める為に開催している西中校区の集いがある。例年は、西中学校グラウンド、体育館
等を会場にして、PTA、公民館、青健協、青少年指導員等が連携し、ステージ発表や出店等を実施し
ていた。12回目となる令和2年度はコロナ禍により集まっての交流は困難であったため、誌面開催と
いう形をとり、西中学校区では幼稚園・小学校・中学校・地域団体の繋がっていること、地域の絆を
青少年にメッセージとして伝えた。

重点目標の「大人が気づいて声を掛け合う関係づくり」を意識した取り組み

青少年との相談

青少年の希望を
取り入れたか

西中校区の集い　誌面開催の誌面作成にあたっては、西中生徒の協力を得て、西
中校区の絵を描いてもらった。

青少年の自由な発想にデザインは任せた。

青少年の役割

青少年への指導と
助言

アピールポイント
・コロナ禍の為、人が集まっての企画推進が困難である中で、感染防止に配慮した全く新しい企画を
推進した。
・校区の集いの誌面開催という形式を通じて、西中地域の幼稚園・小学校・中学校・地域団体と連携
して企画を進める事で、地域との交流、絆を確認するとともに青少年へ地域が見守っているメッセー
ジを伝えた。
・誌面開催にあたっては、青少年に構成やデザイン面で協力をしてもらい、協同して校区の集い誌面
開催を完成させた。

青少年に誌面の構成・デザインを考えてもらった。

企画の構成・イメージをデザインに起こすにあたって、大人が青少年の意見を引
き出し、具体的な形づくりができるように助言した。
また、スケジュール調整や進捗管理については、大人が適宜サポートした。

苦労した点、地域等に対する調整や働きかけ、工夫点等
・コロナ禍のため、行事運営関係者（例年80名ほど）の参集が困難だった。また、他行事が全て中止
となる中で、学校・地域・子ども達を結べる行事の実施方法を模索し、各関係者の合意形成に至るの
が大変だった。
・多人数が集まらなくてもできる企画にし、感染につながらないように徹底した。学校、PTA、関係
団体と調整を重ね、前年度と代表者が交代された団体もあるので企画趣旨を丁寧に説明し、理解をい
ただいた。運営委員会には書面とともに、個別に電話もし、協力を依頼した。
・地域の関係者みんなで作り上げることを大切にし、写真やコメントを集め、企画を推進した。



このフレームに併せて写真を添付 このフレームに併せて写真を添付

このフレームに併せて写真を添付 このフレームに併せて写真を添付

このフレームに併せて写真を添付 このフレームに併せて写真を添付

ほっとけん！アワード団体名（西中学校区青少年健全育成運動協議会）行事名（西中校区の集い誌面開催）

②写真タイトル：裏表紙

⑤写真タイトル： ⑥写真タイトル：

①
写
真
タ
イ
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ル
：
表
紙
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タ
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：
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紙



このフレームに併せて写真を添付 このフレームに併せて写真を添付

このフレームに併せて写真を添付 このフレームに併せて写真を添付

このフレームに併せて写真を添付 このフレームに併せて写真を添付

このフレームに併せて写真を添付 このフレームに併せて写真を添付

ほっとけん！アワード団体名（西中学校区青少年健全育成運動協議会）行事名（西中校区の集い誌面開催）

①写真タイトル： ②写真タイトル：裏表紙

⑤写真タイトル： ⑥写真タイトル：

③写真（上）タイトル：西中校区のみなさん紹介 ④写真（下）タイトル：西中校区の集いをのぞいてみよう



ほっとけん！アワード　採点表 西中学校区青少年健全育成運動協議会　

行事名：西中校区の集い　誌面開催

評価内容 点数

十分沿っている 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

・大人が地域の青少年とのつながりを深めている

・行事をきっかけとした継続的な効果が認められる　

・行事前の課題が解決に向かっている

青少年との相談 ・計画時や当日に青少年と相談をして進めている

青少年の希望を取り入れたか ・青少年の希望が取り入れられている

青少年の役割 ・企画、準備、司会、当日作業等をしている

青少年への指導と助言
・青少年の役割（参加者も含む）に対して、アドバイス

　や打ち合わせを行っている

独自性が高い 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

十分な実績 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

青少年健全育成運動重点目標：子どものＳＯＳほっとくん!?　大人が気づいて声をかけあう関係づくり

項目 審査内容 採点
評価/配点

重点目標に沿って行事実施をしたか

合計（100点）

重点目標に沿った取り組みを実施したことで得た効果 良い

やや良い

普通

やや良くない

10点

8点

５点

2点

独自性

総合判断



行事の概要

 

青少年の役割

青少年への指導と
助言

アピールポイント
・例年は南中フェスティバルのイベントの一つとして、子ども達と一緒にモザイクアートを完成して
　いましたが、コロナ禍では子ども達の直接の参加は無理だろうと思い、メッセージを書いて参加し
　てもらう事にしました。
・南中学校では、コロナの終息を願い「アマビエ」のモザイクアートを作成。アマビエの鱗一枚一枚
　に生徒達のメッセージを頂きました。完成したモザイクアートは南中文化祭に展示をしました。６
　００名のメッセージはどれも前向きで頑張ろうというパワーを感じるものばかりでした。また、玉
　櫛・水尾・葦原小学校では、各小学校のマスコットのモザイクアートの作成も行いました。
・中学校と同じように、児童からメッセージをもらい、モザイクアートの一部としました。さらに、
　モザイクアートクイズを全校生徒に行い、たくさんの児童が参加してくれました。クイズ参加者に
　はモザイクアートの缶バッチを配布し、好評でした。（令和元年度 ほっとけん！アワード奨励賞
　「みんなで遊ぼう」の賞金を使わせて頂きました）
・コロナ禍、子ども達との直接のふれあいは難しい状態でしたが、たくさんの児童・生徒に参加して
　もらう事ができ、大変うれしく思いました。私達大人も元気をもらいました。

モザイクの一枚一枚にメッセージを書く。
モザイクアートクイズ「どんなモザイクアートができるかな？」に参加する。

特に実施せず。ただし、児童生徒達はメッセージを書く事に真摯に向き合ってくれ
たように感じました。
顔文字・ハングル・なぞなぞなど、今風の感覚でそれぞれのメッセージを表現して
くれました。

苦労した点、地域等に対する調整や働きかけ、工夫点等

・周りからの情報以外に、子ども達の反応を把握することが難しく、行事運営方法等を自問・摸索する

　ことが多かったです。また、メッセージ用紙の配布・回収等を学校へお願いする形となり、先生方に

　負担をかけずに実施できるよう、何度も青少年指導員内で検討を重ね、協力をお願いしました。

・モザイクアートクイズの回答ポスターには、南中・玉櫛・水尾・葦原小がそれぞれ異なるアートを

　作成した旨と「ほかの学校のお友達に何を作ったか聞いてみてね」というメッセージも添え、校区

青少年との相談

青少年の希望を
取り入れたか

コロナ禍のため実施せず

コロナ禍のため実施せず

　を越えたコミュニケーションのきっかけにもなるように配慮しました。

 

ほっとけん！アワード　エントリーシート　令和３年　９月３０日

団体名：南中学校区青少年指導員会

日　時：　　令和２年10月28日（水）～30日（金）（南中学校文化祭にて展示）
　　　　　　令和３年３月１日（月）～24日（水）　　　　　　　　　継続期間（第１２回）

目　的：コロナ禍、今までの生活様式が変わり、人の繋がりやふれあいをさける傾向になってきま
　　　　した。
　　　　そのような中、メッセージで繋がりを感じてほしいと思い、モザイクアートの作成を実施。
　　　　みんなのメッセージでコロナに負けず、笑顔になろう！！！

重点目標の「大人が気づいて声を掛け合う関係づくり」を意識した取り組み

行事名：モザイクアート 　　　　　　　参加人数約2,000人



)

ほっとけん！アワード 団体名（ 南中学校区青少年指導員会 ） 行事名（ モザイクアート ）

①写真タイトル：南中 アマビエ ②写真タイトル：玉櫛小 たまくし媛

④写真タイトル：水尾小 ５０周年記念キャラクター

③写真タイトル：葦原小 あしはら仮面

⑤写真タイトル：モザイクアート製作中

⑥写真タイトル：一部児童参加中（葦原小） ⑦写真タイトル：モザイクアートクイズ募集

⑧写真タイトル：モザイク缶バッチ



)

ほっとけん！アワード 団体名（ 南中学校区青少年指導員会 ） 行事名（ モザイクアート ）

⑨写真タイトル：BESTMESSAGE賞

⑩写真タイトル：モザイクアートクイズ回答ポスター



ほっとけん！アワード　採点表 南中学校区青少年指導員会　

行事名：モザイクアート

評価内容 点数

十分沿っている 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

・大人が地域の青少年とのつながりを深めている

・行事をきっかけとした継続的な効果が認められる　

・行事前の課題が解決に向かっている

青少年との相談 ・計画時や当日に青少年と相談をして進めている

青少年の希望を取り入れたか ・青少年の希望が取り入れられている

青少年の役割 ・企画、準備、司会、当日作業等をしている

青少年への指導と助言
・青少年の役割（参加者も含む）に対して、アドバイス

　や打ち合わせを行っている

独自性が高い 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

十分な実績 10点

普通 ５点

工夫が必要 0点

青少年健全育成運動重点目標：子どものＳＯＳほっとくん!?　大人が気づいて声をかけあう関係づくり

項目 審査内容 採点
評価/配点

重点目標に沿って行事実施をしたか

合計（100点）

重点目標に沿った取り組みを実施したことで得た効果 良い

やや良い

普通

やや良くない

10点

8点

５点

2点

独自性

総合判断


